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Ⅰ．はじめに

　サカキ（Cleyera japonica）は，サカキ科サカキ属の常緑小高
木で，本州（茨城県・石川県以西），四国，九州，朝鮮南部，中
国大陸，台湾に分布している（大橋ほか，2017）。サカキは，神
棚への供物や神事で利用され，神社内や庭木でよく見かける。ま
た，サカキはスギやヒノキ林の林床で栽培され，鹿児島県の統計
では南九州市，曽於市，志布志市，錦江町で栽培が盛んに行われ
ており（鹿児島県未発表），サカキに関する病害虫の研究も行わ
れてきた（住吉，2004）。
　近年，鹿児島県では，サカキの生産地において，葉表に小さい
白点の被害（以下　白点被害）が発生している（写真 - 1）。

サカキは，葉の美しさが重要視されており，白点被害の発生に
よって商品価値の低下が懸念される。白点被害の原因は，最近記
載された新属新種のヨコバイ（Stictotettix cleyerae）（Ohara 
et al.，2019）（以下　ヨコバイ）によるもので，ヨコバイの生態
（坂本・坂口，2017 a）や防除（坂本・坂口 2017 b）に関する研
究が進められ，被害の実態や生態などが明らかになってきている。
　鹿児島県でも同種のヨコバイを確認しており，これまでその捕

獲消長や白点被害の発生時期などの調査を行ってきた（米森ほか，
未発表）。しかし，県内におけるヨコバイの分布状況は明らかに
なっておらず，今後の被害対策を講じる上で，現在の被害状況を
把握することが重要である。
　そこで本研究では，県内におけるサカキの白点被害の発生状況
を調査し，ヨコバイの分布状況について検討した。

Ⅱ．調査地と調査方法

１．調査地
　本研究では，県全体のヨコバイによる白点被害の発生状況を推
定するため，生産地などの特定地域ではなく，離島を除く県本土
すべての市町（全 25 市町）を対象に行った（図 - 1）。調査対象
として，神社に植栽されたサカキを観察した。鹿児島県内には県
内一円に神社が 1,000 社以上（鹿児島県神社庁ウェブサイト）あ
り，ほとんどの神社には神事に使用するためのサカキが植栽され
ている。また，各神社には長い歴史があることから，古くからサ
カキが植栽されていたと推測される。そのため事前に位置を確認
することができ，またアクセスが容易な神社のサカキを対象とす
ることで，県全体を網羅的かつ効率的に調査できると考えた。調
査地は，神社の規模に関わらず，各市町でその位置に偏りがない
よう，県本土 86ヶ所を選定した（図 - 1）。調査は 2019 年 8 月 31
日から 10 月 3 日の期間で行った。

２．調査方法
　調査は，神社のサカキを対象に神社内を一巡し，白点被害の発
生状況を目視で観察した。坂本・坂口（2016）は，高さ別のヨコ
バイ捕獲調査を行い，サカキ下部で多く捕獲されることから，捕
獲の目安を高さ 1.5 m までとしている。そこで本調査では，サ
カキの高さ 1.5 m 以下の葉を対象に，白点被害の有無を確認し，
神社の位置を地図上にプロットした。
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写真－１．サカキの白点被害
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Ⅲ．結果と考察

　白点被害の発生状況を図 - 1 に示す。白点被害が確認された神
社は 35ヶ所，確認されなかった神社は 51ヶ所であった。白点被
害の有無を地図上で見ると，地域的なまとまりが見られ，被害が
見られなかったのは薩摩半島の南部および大隅半島の中南部，北
薩地域の一部であった。

図－１. 白点被害の発生状況

　ヨコバイは，サカキの葉裏に寄生し吸汁することで，葉表に白
点が発生することが明らかになっている（坂本・坂口，2016 ; 藤
本，2019）。また，ヒメヨコバイ亜科のヨコバイは，通常のヨコ
バイと異なり，植物の葉の細胞質を吸汁するため，葉が変質し吸
汁痕が目立つとされている（三枝ほか，2013）。本調査において，

筆者らが確認した白点被害は，これまでの報告にある被害形態と
同様であったことから，白点被害を確認した神社にはヨコバイが
分布していると考えられた。これらのことから，鹿児島県でのヨ
コバイの分布は現在のところ，県全域でなく地域的に限られてい
ると推測された。
　鹿児島県の主要なサカキ生産地は，南九州市，曽於市，志布志
市，錦江町に集中している。これらのうち，白点被害が確認され
た市町は曽於市と志布志市，確認されなかった市町は南九州市と
錦江町であった。今後，被害拡大を防止するには，被害発生地域
からの苗木や商品等の移動に注意が必要である。また，南九州市
は，隣接した市町で白点被害が確認されていることから，今後，
境界付近でのモニタリング調査等を行い被害の動向を把握するこ
とが重要である。
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